
補助金分と基金分の相違点

補助金分 基金分

【繰越】 【次年度使用】

（７）研究費の次年度使用（繰越） （交付条件2‐8、機関使用ルール3‐18）

【繰越】
＜理由＞
事前に予想し得なかった、やむを得ない理由のみ

【次年度使用】
＜理由＞
理由を限定していない
（介護休暇等の、研究者の自己都合による場合や
研究費を効率的に使用し残額が発生し研究計画遂

＜手続＞
事前の繰越手続が必要（繰越を必要とする理由書
の提出が必要）※３月１日申請〆切

研究費を効率的に使用し残額が発生し研究計画遂
行に使用する場合でも可能）
＜手続＞
事前の繰越手続は不要（年度ごとに研究費の使用
状況を事後報告）の提出が必要）※３月１日申請〆切 状況を事後報告）
※補助事業期間を延長する場合には事前の手続き
が必要です。

（ポイント）
◆補助金分では、交付決定時に予想し得なかったやむを得ない理由により、次年
◆度に使用する必要がある場合に事前に繰越の手続きを行うことで、次年度に研
◆究費を使用することができます。

（ポイント）

◆基金分では、補助事業期間内であれば年度末に未使用額が発生した場合には、
◆理由を問わず、繰越の手続きを経ることなく、また研究費を返還することなく次年
◆度に使用することができます。なお、次年度に使用する研究費については、毎年
◆度終了後に提出する「実施状況報告書」で研究費の使用状況を報告していただ
◆きます（ 「実施状況報告書」は、毎年度３月末時点での支出状況に基づいて報告
◆していただきます。）。
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＜実施状況報告書（収支状況報告書）（表面）＞

基金分（様式Ｆ－６－１）補助金分
様 式 Ｆ－６－１〔記入例〕 

科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金（基盤研究（Ｃ）））実施 書（ 書）（平成２３年度）科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金（基盤研究（Ｃ）））実施状況 告書（ 支 況 告書）（平成２３年度）
 

独立行政法人日本学術振興会理事長   殿                            平成２４年 ５ 月３１日 
 
 

研 
究 
代 
表 
者 

所属研究機関の 
本部の所在地 

〒○○○－○○○○ 
  東京都○○区○○２－５－１ 

所属研究機関 
・部局・職名 

○○大学・○○研究科・教授 

フリガナ     ○ ○ ○ ○ 

氏 名 ○ ○ ○ ○ 印氏   名 ○ ○ ○ ○                印 

研究課題名 ○○の××に関する総合的研究 

交付決定額 5,460,000 円 

うち既受領額累計(a) 1,920,000 円 

うち支出額累計(b) 1,570,000 円 

補助事業期間 平成２３年度 ～ 平成２６年度 差引額（a-b） 350,000 円 

費 目 別 収 支 状 況 等 

 
合計（a+b）

直接経費 
間接経費（b） 

計（a） 物 品 費 旅 費 人件費・謝金 その他 

交付申請書に
記載の合計額 

円

5,460,000

円

4,200,000

円

3,500,000

円

200,000

円

0

円

500,000

円 

1,260,000 

 

実支出額の 
累計額 

1,570,035

 

1,150,035

（      35）

1,000,035 50,000 0 100,000

 

420,000 

次年度使用には繰越承認手続きが必要。
○様式Ｃ－２６「繰越（翌債）を必要とする
○理由書」の提出
○研究費 旦返納 再交付 うち当該年度

の実支出額
（Ａ） 

1,570,035

 

1,150,035

（      35）

1,000,035 50,000 0 100,000

 

420,000 

 合計（g+h） 計（g=c+d+e+f）
前年度未使用

額（c） 
支払請求額（d）

前倒し支払請

求額（e） 
受入利息(f) 間接経費（h） 

当該年度の（当
初）使用予定額

（Ｂ） 

円

1,920,035

円

1,500,035

 

円

0

（       0）

円

1,400,000

円

100,000

円

35

（      35）

円 

420,000 

○研究費の一旦返納、再交付

次年度使用額 
（Ｂ－Ａ） 

円

350,000

 

円

350,000
円 

0 

 

備考欄 
直接経費使用内訳変更承認 
承認年月日：平成23年12月22日 

主要な物品明細書（一品又は一組若しくは一式の価格が５０万円以上のもの） 

様 金 額 研究機関名
物  品  名 

   様
型 ・ 性 能 等 

数  量
  (円) 

金  額
  (円) 

置研究機関名 
（納入日） 

●▲■×装置 （株）●▲■ RN-SWR １式 1,000,035 1,000,035 ○○大学 
（H23.12.12） 

毎年度作成毎年度「実績報告書」を作成

課題番号 23234567 機関番号 12345 

 

毎年度作成毎年度「実績報告書」を作成
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補助事業者 

補助金分 基金分（様式Ｆ－６－１）

＜実施状況報告書（収支状況報告書）（裏面）＞

研究代表者及び研究分担者 直 接 経 費 
間接経費の 
譲渡額 

備   考 所属研究機関 
・部局・職名 

氏  名 研究者番号 
実支出額 
の累計額 

当該年度 
実支出額 

   円 円 円  
○○大学・○○研
究科・教授 
 
 

○ ○ ○ ○ 
 
 
 

10765432 
 
 
 

1,050,035 1,050,035 （300,000）

（70,000）

☆☆大学 
 
○○大学 
 

 
 
▲▲大学・▲▲学
部・助教 
 
□□大学・□□研
究所・教授 

 
 
▲ ▲ ▲ ▲ 
 
 
□ □ □ □ 

 
 
20876543 
 
 
30987654 

50,000

50,000

50,000

50,000

15,000

15,000

更
平成23年×月×日 
 
辞退 
平成23年×月×日 
 
追加 
平成23年×月×日 
 

次年度使用には繰越承認手続きが必要。
○様式Ｃ－２６「繰越（翌債）を必要とする
○理由書」の提出
○研究費 旦返納 再交付○研究費の一旦返納、再交付

計 ２ 名 
 

1,150,035円 1,150,035円 400,000円
 

課題番号 23234567 機関番号 12345課題番号 23234567 機関番号 12345 
 
 

毎年度作成毎年度「実績報告書」を作成
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＜実施状況報告書（研究実施状況報告書）（表面）＞

補助金分 基金分（様式Ｆ－７－１）
様 式 Ｆ－７－１〔記入例〕 

  
科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）実施状況報告書（研究実施状況報告書)（平成２３年度） 

 

1.機 関番号 １ ２ ３ ４ ５       2. 研究機関名  ○ ○ 大 学              

                        

3.研究種目名      基盤研究（Ｃ）        4. 補助事業期間    平成２３年度 ～ 平成２６年度  

 

5.課 題番号 ２ ３ ２ ３ ４ ５ ６ ７

 

6 研 究課題 ○○の××に関する総合的研究6.研 究課題     ○○の××に関する総合的研究                  

 

7.研究代表者 

研 究 者 番 号 研 究 代 表 者 名 所  属  部  局  名 職   名 

１ ０ ７ ６ ５ ４ ３ ２
○  ○ ○  ○ 

 大学院理工学研究科  教授 ○ ○ ○ ○ 
 

8.研究分担者(所属研究機関名については、研究代表者の所属研究機関と異なる場合のみ記入すること。) 

研 究 者 番 号 研 究 分 担 者 名 所属研究機関名・部局名 職   名 

３ ０ ９ ８ ７ ６ ５ ４
  

 □□大学・□□研究所  教授 □ □ □ □ 

        
  

    

        
  

    

        
  

    
  

次年度使用には繰越承認手続きが必要。
○様式Ｃ－２６「繰越（翌債）を必要とする
○理由書」の提出
○研究費 旦返納 再交付

   

 
9．研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した「研究の 

目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀ 

ﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

 

 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○研究費の一旦返納、再交付

 

 

 

 

 

 

 

10. キーワード 
(1) ○○タンパク質          (2) ○○分離法               (3) ○○分析               (4) ○○受容体               

(5)                         (6)                          (7)                        (8)                          
 

11．現在までの達成度 

下欄には、交付申請書に記載した「研究の目的」の達成度について、以下の区分により自己点検による評価を行い、その理由を 

簡潔に記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

＜区分＞①当初の計画以上に進展している。②おおむね順調に進展している。③やや遅れている。④遅れている。 

（区分）① 

（理由）○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

毎年度作成毎年度「実績報告書」を作成
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補助金分 基金分（様式Ｆ－７－１）

＜実施状況報告書（研究実施状況報告書）（裏面）＞

12．今後の研究の推進方策  

本研究課題の今後の推進方策について簡潔に記述すること。特に、次年度に使用する予定の研究費がある場合（「収支状況報告書」の「次年度使用額」欄に０円

以外を記入している場合）には、当該研究費が生じた状況、及び、翌年度以降に請求する研究費と合わせた使用計画について記述すること。なお、研究計画の変

更あるいは研究を遂行する上での問題点があれば、その対応策なども記述すること。 

また、国立情報学研究所でﾃ゙ ﾀーﾍ゙ ｽー化するため、図、ｸ゙ ﾗﾌ等は記載しないこと。 

 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 

 

 

13．研究発表（平成  年度の研究成果） 
  

〔雑誌論文〕 計（２）件  うち査読付論文 計（２）件 
著 者 名 論  文  標  題 

○○ ○○ ○○○の研究 

名 行年 と  名 読の 無 行年 初と 後の頁 

JOURNAL OF ○○○○○○○ 有 １巻 ２ ０ １ １ １９～３２ 

掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子） 
10.1002/LSICI｣0002-8231(199601)47:1<23:TDOMTT>2.0TX:2-2   

 
著 者 名 論  文  標  題 

○○ ○○、□□ □□ ○○○の研究 

次年度使用には繰越承認手続きが必要。
○様式Ｃ－２６「繰越（翌債）を必要とする
○理由書」の提出
○研究費 旦返納 再交付 雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁 

○○ジャーナル 有 VOL.13 ２ ０ １ １ － 

掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子） 
なし 

 
     〔学会発表〕計（１）件  うち招待講演 計（１）件 

表 者 名 表 題

○研究費の一旦返納、再交付

発 表 者 名  表   題

○○ ○○ ○○○の研究の発展的展開 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
応用○○学会（招待講演） ２０１１年１２月１２日 ○○国際会館（東京都） 

 
   〔図 書〕 計（０）件 

著 者 名 出 版 社 
  

書  名 発 行 年 総ページ数 
      

 
14. 研究成果による産業財産権の出願・取得状況 

 
   〔出 願〕    計（１）件   

産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 出願年月日 国内・外国の別 

○○の○○ 術 ○○ ○○ ○○大 2011217666 2011年6月1日 内○○の○○技術 ○○ ○○ ○○大臣 許、 願2011-217666 2011年6月1日 内

 
   〔取 得〕    計（１）件  

産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 取得年月日 国内・外国の別 

○○技術 ○○ ○○ ○○大学 特許、特許第37844444号 
2011年9月1日 

国内 出願年月日 
2009年9月1日 

毎年度作成毎年度「実績報告書」を作成
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